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ロイド形成能や stemness関連マーカーである ABCG2 (ATP-binding cassette transporter G2)、Nestn、LIN28
の messenger RNA発現が増強された。また、in vivoの実験ではヒト膵星細胞の存在は膵癌細胞の腫瘍形成能




miR-210 は ERK (Extracellular Signal-regulated Kinase)経路と PI3K (Phosphoinositide 3-Kinase)/Akt
経路を介して膵癌細胞の stemness や EMT (Epithelial-Mesenchymal Transition; 上皮間葉転換)制御に関わ






をヒト膵星細胞由来エクソソームで処理することで、ケモカイン類や SAA (Serum Amyloid A; 血清アミロイ
ド A)などの複数の遺伝子で顕著な発現上昇を認め、細胞増殖能も増強されていた。更なる検討が必要である
が、膵癌細胞-膵星細胞相互作用においてエクソソームを介する情報伝達機構が存在することを示唆する結果
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であった。膵星細胞と膵癌細胞の相互作用に関して多くの事実が明らかになっているが、現状としてはまだ臨
床的に応用できる段階には至っていない。Stemnessやマイクロ RNA、エクソソームは多種の癌で診断や治療へ
の応用が活発に議論されている領域であり、膵癌における新規診断法や治療法の開発につなげていくために、
さらなる知見の集積が期待される。 
